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【積雪量の比較データ（気象庁データより）】

【最低気温のランク比較（気象庁データより）】

観測所

藤原

みなかみ

観測所

藤原

みなかみ

(平成24年１月28日)
積雪量(cm)

過去最高を記録した
(平成18年１月28日)

積雪量 (cm)

平成24年2月9日現在の積雪量比較
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積雪量(cm) 平年比(％)

今年の最低気温 平成18年の最低気温 

－16.6(H24/2/1)　観測史上２位 －15.8(H18/2/10)　観測史上７位

－14.1(H24/2/1)　観測史上１位 －12.3(H18/2/10)　観測史上５位

　
今
冬
の
北
海
道
や
東
北
信
越
地
域
で

は
、
例
年
に
な
い
降
雪
を
記
録
し
、
連
日

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
豪
雪
に
よ
る
事
故
な
ど

が
報
道
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
本
町
は
、
過
去
最
高
の
降
雪

を
記
録
し
た
平
成
18
年
に
比
べ
、
デ
ー
タ

数
値
を
比
べ
る
と
半
分
程
度
の
降
雪
量
と

な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
水
上
地
区
等
の

現
状
を
見
る
と
、
道
路
の
路
肩
に
は
例
年

に
比
べ
高
い
雪
の
壁
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
要
因
の
一
つ
に
、
気
温
が
例
年
以

下
の
日
が
多
か
っ
た
こ
と
で
、
晴
れ
間
の

雪
融
け
が
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ま

す
。

　
気
象
統
計
上
で
例
年
並
み
の
積
雪
量
と

言
っ
て
も
、
本
町
で
生
活
を
し
て
い
る
皆

さ
ん
に
と
っ
て
は
、
降
雪
は
少
な
い
ほ
ど

あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
反

面
、
本
町
は
雪
を
利
用
し
た
観
光
に
冬
季

の
活
性
化
を
見
い
だ
し
て
き
た
部
分
が
多

く
あ
り
ま
す
。
そ
の
メ
イ
ン
と
言
え
る
の

が
ス
キ
ー
で
す
。

　
近
年
は
、
若
者
を
中
心
に
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
が
流
行
し
て
は
い
ま
す
が
、
様
々
な
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
に
よ
り
ス
キ
ー

場
の
入
り
込
み
客
も
伸
び
悩
む
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
各
ス
キ
ー
場
で
は
最

高
の
ゲ
レ
ン
デ
環
境
を
提
供
す
る
だ
け
で

な
く
、
あ
ら
ゆ
る
来
場
客
層
が
楽
し
め
る

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
サ
ー
ビ
ス
を
企
画

し
、
誘
客
に
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

観
光
業
の
人
々
や
地
域
の
人
々
も
、
同
様

に
地
域
活
性
化
の
た
め
奮
闘
さ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
観
光
協
会
や
旅
館
組
合
、

商
工
会
な
ど
の
団
体
と
も
連
携
を
図
り
、

来
客
者
へ
の
特
典
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
行
い

誘
客
と
地
域
の
活
性
化
に
努
め
て
い
ま

す
。

　
そ
の
中
の
一

つ
に
ク
ー
ポ
ン

券
企
画
や
使
用

済
み
リ
フ
ト
券

に
よ
る
特
典
企

画
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う

に
、
冬
季
の
観
光
客
誘
客
の
た
め
様
々
な

業
種
の
皆
さ
ん
が
連
携
を
図
る
中
、
町
と

し
て
は
生
活
道
路
を
含
む
各
ス
キ
ー
場
へ

の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
除
雪
や
管
理
な
ど
に

努
力
し
、
安
全
な
冬
季
観
光
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
中
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
各

キ
ー
場
に
業
務

委
託
を
し
て
い

る
「
お
助
け

隊
」
が
あ
り
ま

す
。

　
お
助
け
隊

は
、
雪
道
運
転

に
不
慣
れ
な
お

客
さ
ま
へ
の
お

手
伝
い
と
救
援
を
行
う
な
ど
、
事
故
防

止
・
渋
滞
緩
和
の
た
め
現
地
指
導
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。

▲スノーシュー体験は
色々な場所で実施

▲宝台樹スキー場のぐん
まちゃん雪像

▲スキー場周辺の道路除雪

▲地域ぐるみの取り組み
「ゆびそ雪像祭り」

▲スキー場では独自にスキー
大会を実施

▲スキー場連絡協議会で企画した
クーポン券サービスチラシ
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特 集 雪国「みなかみ」～冬の観光客誘致への取り組み

広
域
冬
季
観
光
「
雪
国
観
光
圏
事
業
」

●
雪
国
観
光
圏
と
は
？

　

本
町
と
新
潟
県
魚
沼
市
、
南
魚
沼
市
、

湯
沢
町
、
十
日
町
市
、
津
南
町
、
長
野
県

の
栄
村
な
ど
県
境
を
越
え
た
７
市
町
村

に
ま
た
が
る
広
域
観
光
圏
を
い
い
ま

す
。

　

参
加
市
町
村
は
言
わ
ず
と
知
れ
た
雪

国
・
豪
雪
地
域
で
あ
り
、
そ
の
多
く
が
ス

キ
ー
を
中
心
に
冬
季
観
光
の
誘
客
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の

ス
キ
ー
離
れ
に
よ
る
冬
季
観
光
客
の
減
少

に
よ
り
、
新
た
な
戦
略
と
し
て
考
え
ら
れ

た
の
が
、
同
じ
雪
国
で
あ
り
、
関
越
自
動

車
道
や
国
道
17
号
を
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し

て
、
冬
季
の
観
光
客
誘
致
の
強
化
と
い
う

同
じ
課
題
を
持
つ
７
市
町
村
が
共
同
で
振

興
策
を
研
究
し
て
い
こ
う
と
３
年
前
に
立

ち
上
げ
た
の
が
雪
国
観
光
圏
推
進
委
員
会

で
す
。

●
推
進
委
員
会
の
取
り
組
み

①
ス
ノ
ー
カ
ン
ト
リ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

事
業

　

同
圏
で
共
通
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
ス

ノ
ー
カ
ン
ト
リ
ー
フ
リ
ー
ク
」
と
い
う

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
を
年
２
回
発
行
し
て

い
ま
す
。
発
行
部
数
は
夏
号
、
冬
号
合

わ
せ
て
10
万
部
で
、
都
内
Ｊ
Ｒ
主
要

駅
、
Ｎ
ｅ
ｘ
ｃ
ｏ
東
日
本
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
、
観
光
圏
内
主
要
施
設
、
新
潟

県
・
群
馬
県
の
東
京
他
出
先
機
関
等
に

配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

み
な
か
み
町
だ
か
ら
こ
そ
楽
し
め
る

冬
の
観
光
客
誘
致
へ

　

町
独
自
の
取
り
組
み
や
他
市
町
村
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
の
取
り
組
み
な
ど
、

様
々
な
人
と
団
体
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

に
よ
る
冬
の
観
光
客
誘
致
の
事
業
を
紹
介

し
て
き
ま
し
た
が
、
特
に
冬
は
観
光
ス

ポ
ッ
ト
な
ど
が
雪
に
覆
わ
れ
活
用
で
き
な

②
Ａ
級
グ
ル
メ
事
業

　

雪
国
な
ら
で
は
の
保
存
食
や
、
水
が
豊

富
な
場
所
で
と
れ
た
お
米
や
野
菜
な
ど
の

積
極
的
な
紹
介
と
、
素
材
に
こ
だ
わ
る
お

宿
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
加
工
食
品
の
格
付
け

を
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
か
ら
は
２
つ
の
宿
が
ラ
ン
ク
イ
ン

し
て
い
ま
す
。

③
雪
国
観
光
圏
内
着
型
旅
行
商
品
の
開
業

と
販
売

　

国
内
大
手
旅
行
サ
イ
ト
の
「
旅
の
発

見
」
と
と
も
に
同
圏
の
着
型
旅
行
商
品
を

販
売
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
旅
行
会
社
社
員
や
旅
の
発
見
社

員
を
講
師
に
、
同
圏
の
観
光
関
係
業
者
が

自
分
た
ち
の
地
域
を
売
り
だ
す
商
品
を
開

業
で
き
る
よ
う
に
学
ん
で
い
ま
す
。
実
際

に
研
修
で
作
っ
た
着
型
旅
行
商
品
は
こ
の

冬
売
り
出
さ
れ
ま
し
た
。

④
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業

　

同
圏
内
の
宿
の
分
類
制
度
を
作
成
し
て

い
ま
す
。
海
外
で
は
宿
に
★
マ
ー
ク
を
付

け
旅
行
者
に
わ
か
り
や
す
く
示
し
、
旅
行

者
は
予
算
や
滞
在
ス
タ
イ
ル
を
★
の
数
と

照
ら
し
合
わ
せ
簡
単
に
宿
探
し
が
で
き
る

仕
組
み
で
す
。
こ
れ
は
宿
の
優
劣
を
つ
け

る
も
の
で
は
な
く
、
★
の
数
で
設
備
や
価

格
帯
を
表
す
も
の
で
す
。
す
で
に
同
様
の

取
り
組
み
を
飛
騨
高
山
が
行
っ
て
お
り
、

外
国
人
客
に
大
変
人
気
の
旅
行
先
と
な
っ

て
い
ま
す
。

⑤
観
光
圏
共
通
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
の
立
ち
上

げ
　

旅
行
者
を
誘
致
す
る
た
め
同
圏
ウ
ェ
ブ

ペ
ー
ジ
の
立
ち
上
げ
を
行
い
、
同
圏
内
の

詳
細
情
報
を
ウ
ェ
ブ
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
お
客
様
は
独
自
に
広
域
的
な
旅
行

ル
ー
ト
作
成
が
で
き
る
よ
う
な
ウ
ェ
ブ

ペ
ー
ジ
で
す
。

　

今
後
は
共
通
ロ
ゴ
な
ど
を
使
い
、
看
板

や
ル
ー
ト
標
識
な
ど
も
企
画
し
、
観
光
圏

内
の
統
一
性
を
は
か
り
、
雪
国
を
国
内
外

へ
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
研
究
中
で

す
。

●W
eb

ア
ド
レ
ス

　

http://snow
-country.jp/

▲

ス
ノ
ー
カ
ン
ト
リ
ー
フ
リ
ー
ク
冬
号

い
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
ど
の
市

町
村
も
ス
キ
ー
や
温
泉
な
ど
を
主
軸
と

し
、
そ
こ
に
何
ら
か
の
付
加
価
値
を
見
い

だ
し
、
そ
の
地
独
自
の
観
光
づ
く
り
に
努

力
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
の
特
徴
と
し
て
首
都
圏
か

ら
の
交
通
ア
ク
セ
ス
が
良
い
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
反
面
、
近
い
か
ら
こ
そ
日

帰
り
観
光
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
デ
メ

リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
特
に
ス
キ
ー
や
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
な
ど
で
は
日
帰
り
観
光
が
多

い
と
言
え
ま
す
。

　

こ
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
打
開
し
、
町
独
自

の
冬
の
観
光
づ
く
り
に
よ
り
、
お
客
様
か

ら
「
冬
の
観
光
は
み
な
か
み
町
に
行
こ

う
。
」
と
評
価
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

今
後
も
さ
ら
な
る
工
夫
を
追
求
し
て
行
き

ま
す
。
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地域の話題

　

１
月
21
日
、
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
ふ
れ
あ
い
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
交
流
会
は
、
障
が
い
者
の
皆
さ
ん
が
積
極
的
に
社
会
参
加
す
る
意
欲
を
高
め
て
も

ら
う
た
め
、
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
雪
が
降
る
あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、
２
０
０
人
を
超
え
る
来
場
者
を
迎

え
、
石
坂
明
美
さ
ん
（
上
牧
）
に
よ
る
ピ
ア
ノ
演
奏
で
は
、
演
奏
に
合
わ
せ
て
全
員
の
大

合
唱
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

続
く
講
演
会
で
は
、
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ラ
ン
ナ
ー
の
松
野
明
美
さ
ん
が
、
選
手
時
代
の

苦
労
話
や
裏
話
な
ど
を
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
引
退
、
結
婚
後
に
ダ
ウ
ン
症
と
い
う
重
い
障
が
い
を
抱
え
た
子
ど
も
が
生
ま
れ
、

自
分
の
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
と
の
葛
藤
に
苦
し
ん
だ
当
時
の
辛
い
心
境
や
、
育
児
を
通
し
て

子
ど
も
の
成
長
や
笑
顔
に
触
れ
て
家
族
の
絆
を
学
ん
だ
こ
と
、
今
後
も
障
が
い
福
祉
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
な
ど
の
話
も
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
交
流
会

　

１
月
18
日
、
東
京
都
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク

半
蔵
門
に
お
い
て
、
環
境
大
臣
よ
り
平
成

23
年
度
環
境
保
全
功
労
者
等
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
藤
原
地
区
で
活
動
を
し
て
い
る

奥
利
根
山
岳
会(

会
長
＝
中
島
仁
三
郎
さ

ん)

が
、
地
域
環
境
美
化
功
績
者
と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

奥
利
根
山
岳
会
は
、
長
年
に
わ
た
り
朝

日
岳
や
笠
ヶ
岳
、
武
尊
山
の
環
境
整
備
美

化
活
動
や
、
奥
利
根
源
流
地
域
学
術
調
査

に
サ
ポ
ー
ト
隊
員
と
し
て
協
力
す
る
な

ど
、
こ
れ
ら
の
貢
献
が
認
め
ら
れ
、
今
回

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

奥
利
根
山
岳
会

環
境
省
「
地
域
環
境
美
化
功
績
者
表
彰
」
を
受
賞

　

１
月
20
日
、
群
馬
会
館
に
お
い
て
平
成

23
年
度
群
馬
県
統
計
大
会
が
開
催
さ
れ
、

各
種
統
計
調
査
に
対
し
永
年
に
わ
た
り
ご

尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
町
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん

は
、
次
の
３
名
で
す
。

◎
群
馬
県
知
事
表
彰

　

阿
部
良
洋
さ
ん
（
粟
沢
）

◎
群
馬
県
統
計
協
会
長
感
謝
状

　

下
城　

治
さ
ん
（
新
巻
）

　

小
野
和
明
さ
ん
（
鹿
野
沢
）

平
成
23
年
度
群
馬
県
統
計
大
会

▲ピアノ演奏をする石坂明美さん（上牧）

▲講師を務めてくれた松野明美さん

▲

県
統
計
大
会
に
参
加
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
阿
部
良
洋
さ
ん ▲会長の中島仁三郎さん（写真左から２番目）と

　仲間の皆さん



05 みなかみ町役場　☎（62）2111　水上支所　☎（72）2111　新治支所　☎（64）0111

地域の話題
　

２
月
７
日
、
月
夜
野
幼
稚
園
で
小
規
模
園
の

交
流
会
が
開
催
さ
れ
、
第
三
保
育
園
と
月
夜
野

北
幼
稚
園
の
園
児
が
参
加
し
ま
し
た
。

  

こ
の
交
流
会
は
、
小
規
模
園
の
園
児
た
ち
が

人
と
か
か
わ
る
力
を
養
う
こ
と
や
、
友
達
と
触

れ
あ
う
こ
と
、
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
の
喜
び
を

味
わ
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昨
年
度
か
ら
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
月
夜
野
幼
稚
園
と
下
牧
分
園
の
園

児
も
参
加
し
、
「
ア
ラ
ジ
ン
と
魔
法
の
ラ
ン

プ
」
の
観
劇
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　

観
劇
終
了
後
、
北
幼
稚
園
で
第
三
保
育
園
の

園
児
が
一
緒
に
給
食
を
食
べ
、
交
流
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

水
上
中
学
校
（
田
村
正
紀
校
長
）
で
は
、
平

成
９
年
か
ら
生
徒
会
の
福
祉
委
員
会
が
中
心
と

な
り
、
ア
ル
ミ
缶
を
回
収
し
、
売
っ
て
得
た
収

益
金
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー
売
上
金
の
一
部
で
福
祉

器
具
を
購
入
し
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
贈

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
よ
り
小
中
一
貫
教
育
の
推
進

で
、
水
上
小
学
校
の
児
童
も
参
加
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
の
方
々
や
保
護
者
か
ら
も
協

力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
２
㌧
車
で
４
台
に
も
の
ぼ
る
ア
ル

ミ
缶
が
回
収
さ
れ
、
２
月
15
日
に
水
上
中
学
校

で
福
祉
器
具
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
３
日
、
茂
左
衛
門
地
蔵
尊
（
月

夜
野
）
や
市
兵
衛
地
蔵
尊
（
真
政
）
を

は
じ
め
と
す
る
町
内
各
所
で
節
分
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

茂
左
衛
門
地
蔵
尊
で
は
、
神
事
が
行

わ
れ
年
男
年
女
の
厄
払
い
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、
町
民
の
無
病
息
災
、
家
内
安

全
、
五
穀
豊
穣
な
ど
が
祈
願
さ
れ
ま
し

た
。

　

神
事
終
了
後
の
午
前
10
時
に
「
鬼
は

外
、
福
は
内
」
と
大
き
な
か
け
声
で
豆

ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
三
保
育
園
と
北
幼
稚
園
が
交
流
会

茂
左
衛
門
地
蔵
尊
な
ど
で
節
分
会
が
開
催

　

２
月
13
日
、
利
根
沼
田
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
連
絡
協
議
会
の
皆
さ
ん
が
、
３
月

１
日
か
ら
７
日
ま
で
行
わ
れ
る
「
春
の

火
災
予
防
運
動
」
へ
の
協
力
を
呼
び
か

け
の
た
め
、
役
場
を
訪
れ
、
岸
町
長
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
付
き
鉢
植
え
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

利
根
沼
田
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
は
、
利

根
沼
田
地
域
の
婦
人
会
員
の
皆
様
が
地

域
防
災
の
協
力
団
体
と
し
て
活
動
し
て

お
り
ま
す
。
今
回
、
管
内
の
官
公
庁
や

各
金
融
機
関
、
駅
舎
等
に
１
０
０
鉢
を

配
布
し
、
春
の
火
災
予
防
運
動
へ
の
協

力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

利
根
沼
田
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

春
の
火
災
予
防
運
動
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
来
庁

水
上
中
学
校
・
水
上
小
学
校

集
め
た
ア
ル
ミ
缶
で
福
祉
器
具
を
寄
贈



06広報みなかみ／2012.03

地域の話題

子
ど
も
会
上
毛
か
る
た
大
会

　

１
月
16
日
、
み
な
か
み
町
子
ど
も
会
育

成
団
体
連
絡
協
議
会
主
催
の
上
毛
か
る
た

大
会
が
、
月
夜
野
中
学
校
体
育
館
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

競
技
は
、
小
学
生
低
学
年
か
ら
中
学
生

ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
ご
と
に
、
月
夜

野
・
水
上
・
新
治
の
ブ
ロ
ッ
ク
別
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
総
勢
３
７
０
人
が
参
加
し

白
熱
し
た
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
大
い
に

盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
月
28
日
に
は
同
中
学
校
柔
道

場
に
お
い
て
、
第
42
回
利
根
郡
子
ど
も
会

育
成
団
体
連
絡
協
議
会
主
催
の
上
毛
か
る

た
大
会
が
開
催
さ
れ
、
町
村
大
会
の
優
勝

者
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
大
会
成
績
は
次
の
と
お
り

で
す
。
（
敬
称
略
）

■
み
な
か
み
町
上
毛
か
る
た
大
会

◎
月
夜
野
地
区
ブ
ロ
ッ
ク

　
●
個
人
戦

　
▽
小
学
校
低
学
年
の
部

　
　

優
　
勝　
中
村
貫
道
（
上
区
）

　
　

準
優
勝　

櫛
渕
理
子
（
後
閑
）

　
　

第
三
位　

髙
橋
創
一
郎
（
下
津
）

　
▽
小
学
校
高
学
年
の
部

　
　

優
　
勝　
吉
田
麻
鈴
（
町
組
）

　
　

準
優
勝　

小
林
莉
子
（
上
組
）

　
　

第
三
位　

本
多
朱
音
（
後
閑
）

　
▽
中
学
生
の
部

　
　

優
　
勝　
西
山
麻
衣
子
（
後
閑
）

　
　

準
優
勝　

笛
木　

純
（
後
閑
）

　
　

第
三
位　

高
野
朋
也
（
上
組
）

　
●
団
体
戦

　
▽
小
学
校
低
学
年
の
部

　
　

優
　
勝　
下
区
Ｂ

　
　

準
優
勝　

下
区
Ｃ

　
　

第
三
位　

下
区
Ａ

　
▽
小
学
校
高
学
年
の
部

　
　

優
　
勝　
下
津
Ａ

　
　

準
優
勝　

上
区
Ａ

　
　

第
三
位　

日
の
出
Ｂ

　
▽
中
学
生
の
部

　
　

優
　
勝　
若
宮

　
　

準
優
勝　

町
組

　
　

第
三
位　

下
牧

◎
水
上
地
区
ブ
ロ
ッ
ク

　
●
個
人
戦

　
▽
小
学
校
低
学
年
の
部

　
　

優
　
勝　
丸
山
浩
平
（
高
日
向
）　

　
　

準
優
勝　

鈴
木
愛
理
（
高
日
向
）　

　
　

第
三
位　

狩
野
利
央
（
高
日
向
）

　
▽
小
学
校
高
学
年
の
部

　
　

優
　
勝　
丸
山
穂
波
（
高
日
向
）

　
　

準
優
勝　

山
口　

玲
（
鹿
野
沢
）

　
　

第
三
位　

新
井
柚
芽
果
（
高
日
向
）

　
▽
中
学
生
の
部

　
　

優
　
勝　
小
野
葉
月
（
阿
能
川
）

◎
新
治
地
区
ブ
ロ
ッ
ク

　
●
個
人
戦

　
▽
小
学
校
低
学
年
の
部

　
　

優
　
勝　
松
原
拓
夢
（
布
施
）

　
　

準
優
勝　

深
代
貫
太
（
谷
地
）

　
　

第
三
位　

星
野
宏
翔
（
新
巻
）

　
▽
小
学
校
高
学
年
の
部

　
　

優
　
勝　
林　

な
つ
の
（
吹
路
）

　
　

準
優
勝　

石
橋
奈
巳
（
布
施
）

　
　

第
三
位　

尾
崎　

快
（
湯
宿
）

　
▽
中
学
生
の
部

　
　

優
　
勝　
深
代
彩
斗
（
谷
地
）

　
　

準
優
勝　

石
橋
幸
奈
（
布
施
）

　
　

第
三
位　

林　

侑
里
（
吹
路
）

　
●
団
体
戦

　
▽
小
学
校
低
学
年
の
部

　
　

優
　
勝　
布
施
Ｂ

　
　

準
優
勝　

布
施
Ａ

　
　

第
三
位　

下
新
田

　
▽
小
学
校
高
学
年
の
部

　
　

優
　
勝　
布
施
Ｃ

　
　

準
優
勝　

須
川

　
　

第
三
位　

下
新
田

　
▽
中
学
生
の
部

　
　

優
　
勝　
猿
ヶ
京

　
　

準
優
勝　

布
施

　
　

第
三
位　

湯
宿
Ａ

■
利
根
郡
上
毛
か
る
た
大
会

　
●
個
人
戦

　
▽
小
学
校
低
学
年
の
部

　
　

準
優
勝　

丸
山
浩
平
（
高
日
向
）

　
　

第
三
位　

中
村
貫
道
（
上
区
）

　
▽
小
学
校
高
学
年
の
部

　
　

準
優
勝　

吉
田
麻
鈴
（
町
組
）

　
▽
中
学
生
の
部

　
　

優
　
勝　
小
野
葉
月
（
阿
能
川
）

　
　

第
二
位　

深
代
彩
斗
（
谷
地
）

　
●
団
体
戦

　
▽
小
学
校
低
学
年
の
部

　
　

優
　
勝　
布
施
子
ど
も
会

　
▽
小
学
校
高
学
年
の
部

　
　

準
優
勝　

下
津
子
ど
も
会

　
　

第
三
位　

水
上
子
ど
も
会

　
▽
中
学
生
の
部

　
　

優
　
勝　
猿
ヶ
京
子
ど
も
会

　
　

準
優
勝　

若
宮
子
ど
も
会

　

利
根
郡
上
毛
か
る
た
大
会
で
優
勝
し
た

「
個
人
戦
中
学
生
の
部
」
小
野
葉
月
さ
ん

と
「
団
体
戦
小
学
校
低
学
年
の
部
」
布
施

子
ど
も
会
、
「
団
体
戦
中
学
生
の
部
」

猿
ヶ
京
子
ど
も
会
は
、
２
月
11
日
に
ぐ
ん

ま
武
道
館
（
前
橋
市
）
で
開
催
さ
れ
た
第

65
回
群
馬
県
子
ど
も
会
育
成
団
体
連
絡
協

議
会
主
催
上
毛
か
る
た
大
会
に
利
根
郡
代

表
と
し
て
挑
み
、
入
賞
は
逃
し
ま
し
た
が

健
闘
し
ま
し
た
。
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※

ス
ポ
ー
ツ
を
頑
張
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
子
ど
も
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。チ
ー

ム
の
活
動
報
告
や
団
員
募
集
な
ど
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。掲
載
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、

写
真
を
一
枚
ご
用
意
い
た
だ
き
、所
定
の
用
紙
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
■
問
い
合
わ
せ
先

　
　
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
事
務
局　
☎（
２
５
）５
０
２
５

　
　
総
合
政
策
課
広
報
担
当　
　
　
　
　
☎（
２
５
）５
０
０
１

■
単
位
団
名

　

月
夜
野
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

■
団
員
数

　

44
人
（
平
成
23
年
12
月
１
日
現
在)

■
練
習
場
所

　

４
〜
11
月
／
月
夜
野
人
工
芝
ホ
ッ

ケ
ー
場

　

12
〜
３
月
／
月
夜
野
南
部
体
育
館

■
練
習
日
時

　

毎
週
土
曜
日

　

午
前
９
時
〜
11
時　

■
問
い
合
わ
せ
先

　
代
表
者　
高
橋
康
之

　
　
☎　
（
６
２
）
３
４
０
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
６
２
）
３
４
０
１

【今月は月夜野ホッケースポーツ少年団の紹介です】

月夜野ホッケースポーツ少年団は、小学生から中学生までの団員44名が、月夜野緑地
施設内運動広場（人工芝ホッケー場）を拠点に和気あいあいと活動しています。小学
生については12月から３月の冬期間は月夜野南部体育館で練習しています。
  当スポーツ少年団は、ホッケー競技を通じて、歓びや楽しさを体験するとともに、仲
間との連帯や友情を育て、さらには練習や試合の中で協調性や創造性などを育み、人
間性豊かに成長してほしいという思いのもとに活動しています。
　「ホッケーって何？と気になった子」「からだを動かすことが大好きな子」「仲間
と一緒に目標に向かって頑張りたい子」など、ぜひ練習を見に来てください。

がんばれ！未来のトップアスリート！ 3

チームからのメッセージ

　

あ
な
た
の
心
に
あ
る
風
景
を
訪
ね
る「
こ

こ
ろ
旅
」が
、４
月
２
日（
月
）か
ら
７
月
29
日

（
日
）の
約
４
ヶ
月
を
か
け
て
、千
葉
県
か
ら

北
海
道
を
め
ざ
し
て
俳
優
の
火
野
正
平
さ

ん
が
自
転
車
で
旅
を
し
ま
す
。

　

こ
の
旅
は
、皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
、心
に

残
る「
何
気
な
い
風
景
」「
思
い
出
の
風
景
」

「
忘
れ
ら
れ
な
い
風
景
」「
み
ん
な
に
伝
え
た

い
風
景
」の
便
り
を
も
と
に
、火
野
さ
ん
が

自
転
車
で
、そ
の
地
に
立
ち
寄
り
な
が
ら
北

海
道
へ
と
旅
を
す
る
番
組
で
す
。

　

今
回
の
旅
で
は
、本
県
に
も
４
月
上
旬
頃

に
立
ち
寄
り
、皆
さ
ま
か
ら
の
お
便
り
を
紹

介
し
な
が
ら
旅
が
進
み
ま
す
。番
組
で
は
皆

さ
ま
か
ら
の
た
く
さ
ん
の
お
便
り
を
募
集
し

て
い
ま
す
。お
便
り
の
応
募
に
つ
い
て
は
以
下

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

お
便
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
内
容

　

あ
な
た
の
心
に
あ
る
風
景
を
訪
ね
る「
こ

心
に
あ
る
忘
れ
ら
れ
な
い
風
景
や
景
色
、エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

こ
ろ
旅
」で
は
、皆
さ
ん
が
出
会
っ
た
風
景
と

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

お
手
紙
、
F
A
X
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
の
メ
ー
ル

■
記
入
項
目

　

①
住
所 

②
氏
名 

③
電
話
番
号 

　

④
性
別 

⑤
年
齢 

⑥
思
い
出
の
場
所

　

⑦
場
所
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

　

⑧
写
真
（
可
能
で
あ
れ
ば
同
封
願
う
）

※

⑦
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
便
せ
ん
２
枚
程
度

（
約
８
０
０
字
）ま
で
で
お
願
い
し
ま
す
。

■
応
募
先

　

〒
１
５
０

－

８
０
０
１

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
セ
ン
タ
ー

　
　

  

「
こ
こ
ろ
旅
」 

係

　

FAX
０
３
（
３
４
６
５
）
１
３
２
７

■
募
集
締
切

　

３
月
16
日
（
金
）
必
着

■
番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://nhk.or.jp/kokorotabi/ 旅人
火野正平さん

ＮＨＫ-ＢＳプレミアム

■放送
　４月２日～７月29日
■旅人
　俳優　火野正平さん

（２０１２　春の旅）
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■問い合わせ先　　税務課　住民税グループ　　☎（２５）５００７

軽自動車等の廃車手続きは３月31日までに！
　長年放置し使用していない軽自動車等はありませんか？
　自分では処分したつもりでも、届出がないものは、いつまでも軽自動車税が課税されてしまいます。
　軽自動車税は、毎年４月１日現在の所有者または使用者に課税されますので、使っていない軽自動車等に
ついては、３月31日までに廃車手続をしてください。
　また、他人に譲り渡したり、所有者または使用者がお亡くなりになった場合も、３月31日までに名義変更
の手続をお願いします。
　軽自動車の車種により申告先が異なりますので、それぞれ事前にお問い合わせください。

　◎原動機付自転車・小型特殊自動車【125cc以下のバイク・農耕作業用自動車など】
　　税務課　住民税グループ　　　　　　　　　　　　　　　　☎（２５）５００７
　　各支所　水上支所　庶務・住民サービスグループ　　　　　☎（７２）２１１１
      　　　　新治支所　庶務・住民サービスグループ　　　　　☎（６４）０１１１

　◎軽二輪・二輪小型自動車【125cc超のバイク】
　　関東運輸局　群馬運輸支局（前橋市上泉町３９９－１）　　☎０５０（５５４０）２０２１

　◎軽四輪乗用車・軽四輪貨物車など
　　軽自動車検査協会　群馬事務所（前橋市野中町３２２－１）☎０２７（２６１）４６２１

※１　本町役場で廃車手続をとらず、譲り受ける人の住所地の市区町村へ直接登録するときは、その市区町村担当へ直接お問い
合わせください。

※２　本町役場で廃車手続をとらず、転出先の住所地の市区町村へ直接登録するときは、その市区町村担当へ直接お問い合わせ
ください。

■主な車種ごとの手続先

■役場でできる該当車両の廃車等手続に必要なもの

手　続　事　由 手続に必要なもの

車両を廃車する

町外に転出する(した)

車両を紛失した

車両が盗難にあった

町外にお住まいの人に
譲り渡した

(１)所有者の印鑑
(２)該当車両の標識
(３)該当車両の標識交付証明書

(１)所有者の印鑑
(２)該当車両の標識
(３)該当車両の標識交付証明書　※１

(１)所有者の印鑑
(２)該当車両の標識
(３)該当車両の標識交付証明書　※２

(１)所有者の印鑑
(２)該当車両の標識交付証明書
(３)紛失の経緯

(１)所有者の印鑑
(２)該当車両の標識交付証明書
(３)盗難届出確認事項
 ・届出警察署および交番、駐在所名
 ・受理番号
 ・届出、被害年月日
 ・盗難の経緯
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■問い合わせ先　農政課　農政グループ　　☎（２５）５０１５

森林の所有者届出制度が４月からスタートします
　昨年４月の森林法改正により、平成24年４月１日から、
森林の所有者となった方は市町村長への事後届出が義務づ
けられました。
　この制度は、森林の所有者が分からないと行政が森林所
有者に対して適切な助言ができないことや、事業体が間伐
等をする場合、森林所有者に働きかけて森林を集約化し効
率を上げられないなどの理由から、森林所有者の把握を進
めるために森林法が改正され設けられた制度です。

　個人・法人を問わず、売買や相続等により森林の土地を新たに取得した方は、面積に関わらず届出をしな
ければなりません。ただし、国土利用計画法に基づく土地売買契約の届出を提出している方は対象外です。

　土地の所有者となった日から90日以内に、取得した土地のある市町村長宛に届出をしてください。

　届出書には、届出者と前所有者の住所氏名、所有者となっ
た年月日、所有権移転の原因、土地の所在場所・面積ととも
に、土地の用途等を記載します。添付資料として、登記事項証
明書（写しも可）または土地売買契約書など権利を取得したこ
とが分かる書類の写し、土地の位置を示す図面が必要です。

　この届出をしない、または虚偽の届出をしたときには10
万円以下の過料が課されることがあります。
※詳しくは役場農政課農政グループまたは利根沼田環境森
林事務所、県庁林政課までお問い合わせください。

■県機関問い合わせ先
　●利根沼田環境森林事務所
　　  ☎　 （２２）４４８１
　●県庁林政課
　　  ☎　 ０２７（２２６）３２１６

■届出対象者

■届出期間

■届出事項

■その他

森林所有者となった方は、立木の伐採を行う場合は市町村長に伐採および伐採後の造林の
事前届出、１ha超の林地開発を行う場合は知事の許可が必要です。（保安林では、立木の
伐採等および土地の形質の変更については知事の許可等が必要です）
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■問い合わせ先　町民福祉課　福祉・医療グループ　☎（２５）５０１１
　　　　　　　　県後期高齢者医療広域連合　　　　☎０２７（２５６）７１７１

国民健康保険･後期高齢者医療加入者の方へお知らせ
～外来診療についても窓口での支払が自己負担限度額までになります～

　国民健康保険や後期高齢者医療制度では、入院時の医療費負担が高額になり家計負担が重くならないよ
う、医療機関窓口で限度額適用認定証を提示すれば支払を自己負担限度額にとどめることができましたが、
外来診療については対象外となっていました。
　４月１日からは制度の一部改正により、外来診療についても限度額適用認定証を提示することで、窓口で
の支払いが限度額までになります。
　なお限度額適用認定証は、事前に役場町民福祉課または各支所庶務・住民サービスグループ窓口にて申請
をし交付を受けておく必要があります。詳しくはお問い合わせください。

※限度額適用認定証の交付は、世帯構成や所得などの要件により変わりますので、事前に町民福祉課までお問い合わせください。
※国民健康保険加入者の方については、国民健康保険税に未納がない世帯が対象となります。

外来診療窓口で限度額適用を受けるために持参するもの

高額な外来診療の負担を軽減するために認定証の申請をする

自己負担限度額の一覧

役場窓口

事前に
①認定証の申請

医療機関受診時
③認定書を提示

②認定証の交付

70歳未満の国民健康保険加入者 70歳以上の国保加入者及び後期高齢者医療加入者

入　　院　・　外　　来

150,000円＋( 医療費－500,000円 )×１％

80,100円 +( 医療費－267,000円 )×1%

35,400円

入　　院

80,100円 +( 医療費－267,000円 )×1% 

44,400円

24,600円

15,000円

外　　来

44,400円

12,000円

8,000円

所得区分

上位所得者

一　　　般

非　課　税

低所得者Ⅱ

低所得者Ⅰ

国民健康保険加入者 後期高齢者医療加入者

住民税課税世帯 住民税非課税世帯 住民税課税世帯 住民税非課税世帯

●被保険者証
●限度額適用認定証

●被保険者証 ●被保険者証
●限度額適用・標準負担額
　減額認定証

●被保険者証
●限度額適用・標準負担額　　
　減額認定証

支払金額が限度額ま
でになります。
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■問い合わせ先　地域整備課　管理建設グループ　☎（２５）５０１９
　　　　　　　　各支所除雪センター　　　　水上☎（７２）２１１１　新治☎（６４）０１１１

■問い合わせ先　環境課　環境政策グループ　☎（２５）５００３

自然や昆虫を守ろう！

町営住宅の入居者募集について

　町では、自然環境や昆虫等の保護活動を積極的に行っている地域や団体の活動を支援・推進し、豊かな生
物多様性を守り育てることを目的に「みなかみ町自然環境及び生物多様性を守り育てるため昆虫等の保護を
推進する条例」を平成23年４月１日より施行しました。
　この条例に基づき、別表のとおり地域と管理者を指定しています。これにより当該地域では、町や管理者
の許可無くむやみに昆虫等を採取することが制限されることとなります。
　昆虫や動植物等大切な自然資源を乱獲から守り、生物多様性を保全するこ
とで、豊かな自然を有する町の魅力向上につなげています。
　なお、今後も積極的に生物多様性の保全等に取り組んでいる地域や団体を
支援していきますので、希望や推薦等があれば環境課までご連絡ください。

■受付期間　３月１日（木）～３月15日（木）
■ 入 居 日　４月上旬予定
■募集戸数　28戸
●鹿野沢団地（３DK） Ｋ棟 102号室・104号室・205号室・206号室
 Ｌ棟 103号室・303号室
 Ｍ棟 202号室・205号室・206号室
 Ｎ棟 206号室
●大穴団地（３K） Ｉ棟 205号室・206号室・303号室・304号室
 Ｊ棟 203号室・204号室
●高日向団地（３K） Ｃ棟 203号室・306号室
 Ｄ棟 203号室・304号室
 Ｆ棟 201号室・306号室
●藤原団地（３DK） ｺｽﾓｽ棟 103号室・402号室
●矢瀬団地（３K） ３棟 202号室
●上牧団地（３DK） 21棟 304号室
●上布施団地（３DK） １棟 102号室
●柳田団地（２階建） Ｃ－24 （特公賃住宅）

【別表】
指定地域
月夜野ホタルの里
真沢だんだんの里
上ノ原入会の森
西川自然観察の森ホタル保護地

管理者名
月夜野ホタルを守る会
さなざわ里山だんだんの会
森林塾青水
猿ヶ京ホタルの会

【藤原団地】

※詳しくは地域整備課または各支所除雪センターにお問い合わせください

▲昆虫保護条例看板

【鹿野沢団地】
Ｋ・Ｌ棟

【鹿野沢団地】
Ｍ・Ｎ棟

【上布施団地】 【矢瀬団地】

【上牧団地】【大穴団地】
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■開催日時　３月 11日（日）
　　　　　　　午後１時 10分～４時 45分
■場　　所　まんてん星の湯「三国館」
■定　　員　350人
■詳細スケジュール
　午後１時 10分　開会
　　　１時 25分　第１部　まちづくり講演会
　　　　　　　　　・講師 /大下茂さん
　　　　　　　　　・演題 /志民による地域のためのまちづくり
　　　２時 40分　休憩
　　　３時 15分　第２部　パネルディスカッション
　　　　　　　　　・テーマ /この指とまれ～住民参加から志民
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　協働のまちづくりへ～
　　　　　　　　　・コーディネーター /大下茂さん
　　　　　　　　　・パネリスト /
　　　　　　　　　　馬場春夫さん (月夜野地区まちづくり協議会長 )
　　　　　　　　　　福井　誠さん (水上地区まちづくり協議会長 )
　　　　　　　　　　河合　進さん (新治地区まちづくり協議会長 )
　　　　　　　　　　登坂季子さん (NPO法人北風塾事務局長 )
　　　　　　　　　　石坂　靖さん(まちづくり拠点ピノキオ運営委員会代表)
　　　　　　　　　　笛木太弘 (猿ヶ京ネットワーク代表 )
　　　４時 45分　閉会
　　　　　　　　　キャンドルナイト
　　　５時 30分　参加者交流会
　　　　　　　　　・定員 /先着 50人　・会費 /1,000 円

大下　茂さん
(おおしもしげる )

『集客』を研究テーマとして、観光計画、地域活性
化計画、中心市街地活性化計画など、千葉県内、群
馬県内を中心に軸足をおいて、まちづくり分野での
実践的な業務に携わっている。

長岡技術科学大学大学院修士課程修了。 
東京工業大学博士課程修了。          
㈱ポリテクニックコンサルタンツを経て、1989年9月
に㈱プランニングネットワークを設立し、まちづく
りマネージメントプロデューサーを担当。現在、㈱
KITABA相談役、まちづくり診療所サルベージ
Dr.Eng ㈱ツーリズムマーケ
ティング研究所 客員研究員。
2001年より東京工業大学工学
部、立教大学観光学部兼任講
師を務める。博士（工学）。
2009年より総務省認定「地域
経営の達人」。

　「平成23年３月11日、午後２時46分」日本中の誰
もが恐怖し、悲しみ、不安を感じた東日本大震災。
あの大惨事から間もなく１年を迎えようとしていま
すが、私たちは今、何ができるのでしょうか？
　犠牲になられた人たちの冥福を祈り、この地から
追悼の灯りを被災地に届けるとともに、一刻も早い
被災地の復興を願い『東日本大震災　復興キャンド
ルナイト』を実施します。
　日　時／３月11日（日）午後４時30分～７時00分
　場　所／まんてん星の湯
　参加費／無料
　　　　　※メッセージ記入の際、日本赤十字社に100円の
　　　　　　　募金をお願いします。

●キャンドルナイトのご案内
講師紹介

■問い合わせ先　総合政策課　企画振興グループ　　☎（２５）５００４
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　教育委員会と観光協会では、町の歴史を学ぶ目的で町歴史ガイドの会の協力を得て、以下のとおり
講演会を開催します。
　講演会への参加費は無料ですので、当日会場へお越しください。

　■日　時　３月４日（日）午後１時30分～（受付：午後１時～）
　■会　場　新治農村環境改善センター
　■講　師　岡田昭二さん
　　　　　　　群馬県立文書館次長
　　　　　　　新治村誌編さん委員（三国街道の往来と猿ヶ京関所　執筆）
　■参加費　無料
　■その他　当日は会場にて三国街道に関する資料展示も行います。
　■問い合わせ先　みなかみ町観光協会
　　　　　　　　　☎（６２）０４０１

講演会「三国街道を語る～宿場・関所・往来～」開催のお知らせ

　ＮＰＯ法人たくみ会では、昔の人々の知恵と助け合いで作り上げた「押しの用水」を源流とする須
川宿を流れる堰の尊さを知るため、それを使用した流し雛を行います。　　
　地域の子どもたちの無病息災を願うとともに、東日本大震災で被災された方々の鎮魂と復興を願い
ます。

　■日　時　３月11日（日）流し雛　　　 9:30～12:30
　　　　　　　　　　　　　お焚きあげ　16:00～
　■会　場 ： たくみの里体験予約センター
　　　　　　　　（旧にいはる保育園）
　■参加費　無料（ただし支援金の募集を行います。）
　■問い合わせ先　たくみの里体験予約センター　
　　　　　　　　　☎（２０）６１１１

たくみの里「流し雛」開催のお知らせ

　恒例の「ゆびそ温泉雪像まつり」が今年も開催されます。
　今年は、どんな雪像ができるか、是非ご来場のうえお楽
しみください。

　■日　時　３月11日（日）午前10時～午後３時
　■会　場　ゆびそ温泉内　湯桧曽公園
　■内　容　巨大雪像・ジャンボ滑り台・各種ゲーム・
　　　　　　屋台等
　■問い合わせ先　みなかみ町観光協会
　　　　　　　　　☎（６２）０４０１

「ゆびそ温泉雪像まつり」開催のお知らせ

▲講師の岡田昭二さん

びな

せき



暮らしの情報

14広報みなかみ／2012.03

エアロビクス教室

　大変ご迷惑をお
掛けしますが、１
月～３月の体操教
室はお休みさせて
いただきます。

今月の体 操 教 室
３月の納税

４月の納税

■納期限：　4月  2日（月）
国民健康保険税　  第 12 期

■納期限：　5月  1日（火）
国民健康保険税　  第 １ 期

お支払いは便利な口座
振替をご利用ください。

◎国民年金
　2月分の納期限は、
　  ４ 月２日(月)です。
◎後期高齢者保険料
　第9期の納期限は、
　  ４ 月２日(月)です。

■納税と納期限■■納税と納期限■■納税と納期限■24時間
健康テレホンサービス

○ ８日（木）小児科・皮膚科
○14日（水）歯科
○受付時間帯
　午後７時30分～９時まで
◎この時間帯に電話すると、
　直接医師が電話にでます。

■月曜　入れ歯をご利用のあなたへ
■火曜　入れ歯洗浄剤
■水曜　長生きする人の食生活
■木曜　脳血管障害の症状と治療
■金曜　脳血管障害を予防するには
■土日　脳の検査のあれこれ

　群馬県保険医協会では、健康
テレホンサービスを行っていま
す。☎０２７-２３４-４９７０
にかけると、約３分の健康講話
（テープ音声）が聞けます。

3月

３月の「直接相談タイム」

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ
先

　
渋
川
年
金
事
務
所
　
国
民
年
金
課

　
☎
０
２
７
９
（
２
２
）
１
６
０
７

　
町
民
福
祉
課
　
福
祉
・
医
療
グ
ル
ー
プ

　
☎
（
２
５
）
５
０
１
１

〜
口
座
振
替
の
「
早
割
」
が
お
得
で
便
利
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
国
民
年
金
保
険
料
は
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

国
民
年
金
の
「
第
１
号
被
保
険
者
（
農
業
や
自
営
業
者
、
学
生
な
ど
）
」
は
、

月
額
１
５
，
０
２
０
円
の
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
未
納
の
ま
ま
に
し
て
し
ま
う
と
、
将
来
受
け
る
年
金
額

が
減
額
に
な
っ
た
り
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
る
ば
か
り
か
、
万

が
一
の
事
故
な
ど
で
障
が
い
者
に
な
っ
た
と
き
の
障
害
年
金
や
、
一
家
の
支
え
手

が
亡
く
な
っ
た
と
き
の
遺
族
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

納
め
忘
れ
て
い
る
人
は
早
め
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

保
険
料
の
納
付
に
は
口
座
振
替
の
「
早
割
」
が
お
得
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
、
口
座
振
替
の
指
定
日
を
納
付
期
限
よ
り
１
か
月
早
め
る
こ

と
で
、
１
か
月
当
た
り
の
保
険
料
が
50
円
割
引
に
な
る
制
度
で
す
。
ま
た
、
一
度

手
続
を
す
れ
ば
、
そ
の
後
は
毎
月
の
保
険
料
が
指
定
の
預
貯
金
口
座
か
ら
定
期
的

に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
、
納
め
忘
れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
「
早
割
」
制
度
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
①
預
貯
金
通
帳
、
②
預
貯
金
通
帳

届
出
印
、
③
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
（
年
金
手
帳
、
国
民
年
金
保
険
料
納

付
書
な
ど
）
を
持
参
の
う
え
、
金
融
機
関
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。
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公
証
業
務
を
行
っ
て
い
る
高
崎
公
証
人

合
同
役
場
が
４
月
１
日
よ
り
移
転
し
ま

す
。

　

電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
の
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

■
移
転
先

　

高
崎
市
八
島
町
20
番
地
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
蔵
屋
ビ
ル
４
階

※

高
崎
駅
西
口
か
ら
高
崎
市
役
所
方
面
へ

一
つ
目
交
差
点
へ
移
転

■
問
い
合
わ
せ
先

　
高
崎
公
証
人
合
同
役
場

　
☎
０
２
７
（
３
２
５
）
１
５
７
４

高
崎
公
証
人
合
同
役
場
が

　
　
　
　
　
　
　
移
転
し
ま
す

　

新
治
火
葬
場
「
泉
峰
苑
」
は
、
近
年
の

葬
儀
形
態
の
変
化
に
伴
い
、
火
葬
時
間
を

次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

■
火
葬
時
間

　

第
１
回　

午
前
10
時
〜

　

第
２
回　

午
後
１
時
30
分
〜

■
変
更
実
施
期
日

　

４
月
１
日
か
ら
変
更
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
環
境
課　
環
境
政
策
グ
ル
ー
プ

　
☎（
２
５
）
５
０
０
３

新
治
火
葬
場「
泉
峰
苑
」

火
葬
時
間
の
変
更
に
つ
い
て

　「
紙
芝
居
お
ば
さ
ん
が

　
　
　
　
　
　
　
　
や
っ
て
く
る
！
」

■
日
時　
３
月
19
日
（
月
）
午
前
11
時
〜

■
場
所　
月
夜
野
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ（
学
童
）

■
対
象
者　
就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

　

親
子
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

せ
ん
か
？

■
問
い
合
わ
せ
先

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎（
６
４
）
１
８
４
８

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

出
張
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
つ
い
て

１
、
屋
外
広
告
物
と
は

　

屋
外
広
告
物
と
は
、
常
時
ま
た
は
一
定

期
間
継
続
し
て
、
屋
外
で
、
公
衆
に
対
し

て
表
示
す
る
看
板
、
立
看
板
、
は
り
紙
、

は
り
札
、
広
告
塔
、
広
告
板
、
屋
上
広
告

物
、
壁
面
広
告
物
な
ど
を
い
い
ま
す
。

２
、
許
可
申
請

　

屋
外
広
告
物
を
表
示
す
る
場
合
は
、
群

馬
県
屋
外
広
告
物
条
例
に
よ
り
知
事
の
許

可
が
必
要
で
す
の
で
、
土
木
事
務
所
へ
申

請
手
続
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

屋
外
広
告
物
を
表
示
す
る
に
は

知
事
の
許
可
が
必
要
で
す

お
知
ら
せ

３
、
許
可
基
準
な
ど

⑴
許
可
基
準

　

屋
外
広
告
物
を
表
示
す
る
際
に
注
意
す

べ
き
点
に
つ
い
て
、
設
置
場
所
、
面
積
な

ど
、
許
可
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

許
可
基
準
に
適
合
し
な
い
も
の
は
表
示
で

き
ま
せ
ん
。

⑵
許
可
期
間

　

屋
外
広
告
物
の
種
類
ご
と
に
許
可
期
間

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
許
可
期
間
を
超

え
て
表
示
を
希
望
す
る
場
合
は
、
許
可
期

間
が
満
了
す
る
際
に
、
更
新
の
手
続
が
必

要
と
な
り
ま
す
。　

４
、
禁
止
広
告
物
な
ど

⑴
禁
止
広
告
物

　

著
し
く
破
損
し
、
ま
た
は
老
朽
化
し
た

も
の
、
信
号
機
、
道
路
標
識
ま
た
は
道
路

工
事
用
標
識
等
に
類
似
し
、
ま
た
は
こ
れ

ら
の
効
果
を
妨
げ
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

な
ど
は
、
表
示
が
で
き
ま
せ
ん
。 

⑵
禁
止
物
件

　

橋
り
ょ
う
、
ト
ン
ネ
ル
、
街
路
樹
、
信

号
機
、
道
路
標
識
、
歩
道
柵
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
に
は
、
屋
外

広
告
物
を
表
示
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
電
柱
、
街
灯
柱
に
は
、
は
り

紙
、
は
り
札
、
立
看
板
、
広
告
旗
を
表
示

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

⑶
禁
止
地
域

　

禁
止
地
域
に
は
、
原
則
と
し
て
、
屋
外

広
告
物
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

５
、
申
請
書
の
提
出
先

　

屋
外
広
告
物
の
表
示
許
可
を
受
け
よ
う

と
す
る
場
合
は
、
許
可
申
請
書
に
関
係
書

類
を
添
付
の
う
え
、
土
木
事
務
所
施
設
管

理
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

許
可
申
請
書
は
、
種
類
ご
と
に
異
な
り

ま
す
。
ま
た
、
許
可
申
請
書
に
添
付
す
る

関
係
書
類
は
、
設
置
場
所
を
表
示
す
る
位

置
図
、
面
積
・
形
状
を
明
ら
か
に
し
た
図

面
な
ど
で
す
。
詳
し
く
は
、
土
木
事
務
所

施
設
管
理
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

６
、
許
可
手
数
料

　

許
可
申
請
に
は
手
数
料
が
か
か
り
ま

す
。
種
類
ご
と
に
、
ま
た
、
面
積
や
個
数

に
よ
り
金
額
が
異
な
り
ま
す
。
許
可
手
数

料
は
、
群
馬
県
証
紙
に
よ
り
、
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。

７
、
屋
外
広
告
業
の
登
録

　

群
馬
県
内
で
「
屋
外
広
告
業
」
を
営
む

場
合
は
、
群
馬
県
知
事
の
登
録
が
必
要
で

す
。
（
前
橋
市
、
高
崎
市
を
除
く
）
屋
外

広
告
物
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

必
ず
登
録
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

県
内
の
屋
外
広
告
業
登
録
業
者
は
、
群
馬

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
屋
外
広
告
業
の
登
録
申
請
窓

口
は
群
馬
県
都
市
計
画
課
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
群
馬
県
都
市
計
画
課

　
☎
０
２
７
（
２
２
６
）
３
６
５
２

　
FAX
０
２
７
（
２
２
１
）
５
５
６
６
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昨
年
春
に
は
２
年
連
続
と
な
る
保
険
料

率
の
引
き
上
げ
を
お
願
い
せ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
現
行
の
健
康
保
険
制
度

を
運
営
す
る
上
で
、
増
大
す
る
医
療
費
と

低
迷
す
る
賃
金
、
加
え
て
高
齢
者
医
療
へ

の
拠
出
金
の
大
幅
な
増
加
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
財
政
状
況
は
依
然
と
し
て
厳

し
く
、
３
年
連
続
の
引
き
上
げ
が
避
け
ら

協
会
け
ん
ぽ
群
馬
県
支
部

保
険
料
率
変
更
の
お
知
ら
せ

平
成
24
年
度

　

自
衛
官
等
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

第
12
回
み
な
か
み
歩
く

　

ス
キ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
者
募
集

【
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
】

①
受
験
資
格

　

平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
で
22
歳
以
上

26
歳
未
満
の
者
（
大
学
院
に
お
い
て
正
規

の
課
程
を
２
年
以
上
修
め
修
士
の
学
位
を

受
け
た
者
に
つ
い
て
は
28
歳
未
満
）

②
受
付
期
間　
４
月
27
日（
金
）ま
で

③
試
験
日　
　

５
月
12
日（
土
）

④
試
験
場
所　
勢
多
会
館
（
前
橋
市
）

【
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技
能
）
】

①
受
験
資
格

　

一
般
は
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
者
、
技

能
は
18
歳
以
上
53
歳
〜
55
歳
（
国
家
資
格

免
許
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）
の
者

②
受
付
期
間　
４
月
４
日（
水
）ま
で

③
試
験
日

　

４
月
14
日（
土
）、
15
日（
日
）の
ど
ち
ら

お
知
ら
せ

募
　
集

　

第
12
回
み
な
か
み
歩
く
ス
キ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　
３
月
20
日
（
火
）
春
分
の
日

　
　
　
　

受
付　
　
　

午
前
８
時

　
　
　
　

ス
タ
ー
ト　

午
前
10
時

■
場
所　
水
上
高
原
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト

　
　
　
　

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス

■
設
定
コ
ー
ス

　

１
㎞
／
３
㎞
／
５
㎞
／
10
㎞

※
タ
イ
ム
計
測
は
し
ま
せ
ん
の
で
、
楽
し

く
歩
い
て
く
だ
さ
い
。

※

お
楽
し
み
抽
選
会
や
宝
探
し
大
会
な
ど

も
開
催
し
ま
す
。

■
参
加
資
格

①
健
康
状
態
が
良
好
な
方
と
し
ま
す
。

②
中
学
生
以
下
の
方
の
参
加
に
は
、
保
護

者
の
承
諾
書
が
必
要
で
す
。

③
小
学
生
以
下
の
方
の
参
加
に
は
、
保
護

者
の
承
諾
書
と
引
率
者
同
伴
の
参
加
と
な

り
ま
す
。

■
参
加
費　
一
般　
　

１
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　

高
校
生
以
下　

５
０
０
円

■
用
具
の
レ
ン
タ
ル

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
セ
ッ
ト

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
セ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

各
２
，
０
０
０
円

③
か
ん
じ
き
の
レ
ン
タ
ル
は
あ
り
ま
せ

ん
。

■
申
込
期
限　
３
月
15
日
（
木
）

■
そ
の
他

①
傷
害
保
険
は
主
催
者
で
加
入
し
ま
す
。

②
申
し
込
み
後
の
返
金
は
し
ま
せ
ん
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
観
光
商
工
課　
観
光
グ
ル
ー
プ

　
☎
（
２
５
）
５
０
１
７

か
指
定

④
試
験
場
所

　

相
馬
原
駐
屯
地
（
榛
東
村
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

　
自
衛
隊
沼
田
地
域
事
務
所

　
☎
（
２
３
）
４
１
１
１

　
自
衛
隊
群
馬
地
方
協
力
本
部

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://www.m
od.go.jp/pco/gunm

a/

　

群
馬
県
で
は
、
毎
年
５
０
０
人
前
後
の

人
々
が
自
ら
命
を
絶
っ
て
い
ま
す
。

　

亡
く
な
っ
た
人
の
多
く
が
、
う
つ
病
な

ど
の
心
の
病
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　

２
週
間
以
上
の
不
眠
が
、
休
日
も
含
め

毎
日
続
く
時
は
、
う
つ
病
の
サ
イ
ン
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
早
め
に
か
か
り
つ
け
の
お

医
者
さ
ん
や
専
門
機
関
へ
相
談
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０
（
０
６
４
）
５
５
６

■
開
設
時
間

　
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

　
９
時
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時

３
月
は

自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）

の
健
康
保
険
料
か
ら
、
現
在
の
料
率
９
．

４
７
％
を
、
９
．
９
５
％
に
変
更
す
る
予

定
で
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
全
国
健
康
保
険
協
会
群
馬
支
部

　
☎
０
２
７
（
２
１
９
）
２
１
０
０

　
前
橋
市
本
町
２
丁
目
２

-
12

　
　
　
前
橋
本
町
ス
ク
エ
ア
ビ
ル
４
階
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■
開
室
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）

◎
火
・
木
・
土
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※

正
午
〜
午
後
１
時
の
間
は
休
室

◎
第
１
・
第
３
日
曜
日

　

午
前
９
時
〜
正
午

■
３
月
の
休
室
日
（
通
常
休
室
日
以
外
）

　

20
日（
火
）

■
お
す
す
め
の
新
着
図
書

◎
一
般
書　
相
性
／
三
浦
友
和

◎
児
童
書　

　

ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
で
ん
し
ゃ
／
薫
く
み
こ

中
央
公
民
館
図
書
室

☎
（
６
２
）
２
２
７
５

■
開
室
日

◎
月
曜
日
と
祝
祭
日
を
除
く
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※

正
午
〜
午
後
１
時
の
間
は
休
室

■
３
月
の
休
室
日
（
通
常
休
室
日
以
外
）

　

20
日（
火
）

■
お
す
す
め
の
新
着
図
書

◎
一
般
書　
か
な
た
の
子
／
角
田
光
代

◎
児
童
書　
う
が
い
ラ
イ
オ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／
長
谷
川
義
史

水
上
公
民
館
図
書
室

☎
（
７
２
）
３
７
０
７

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
児
童
図
書
室

☎
（
２
０
）
４
０
４
０

■
開
室
日

◎
月
曜
日
と
祝
祭
日
の
翌
日
を
除
く
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
お
は
な
し
の
会

　

日
時
／
３
月
15
日（
木
）午
後
３
時
〜

　

場
所
／
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
プ
レ
イ
ル
ー
ム

■
３
月
の
休
室
日　

　

５
日（
月
）・
12
日（
月
）・
19
日（
月
）・

　

21
日（
水
）・
26
日（
月
）

■
お
す
す
め
の
新
着
図
書

◎
一
般
書　
お
か
え
り
。
５
ね
ん
ぶ
り
の

生
協
の
白
石
さ
ん
／
白
石
昌
則

◎
児
童
書　
ス
イ
ー
ト
プ
リ
キ
ュ
ア
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／
講
談
社

■
開
室
日

◎
月
曜
日
と
祝
祭
日
を
除
く
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
お
は
な
し
の
会

　

日
時
／
３
月
18
日（
日
）午
後
２
時
〜

　

場
所
／
新
治
公
民
館
図
書
室

■
３
月
の
休
室
日
（
通
常
休
室
日
以
外
）

　

20
日（
火
）

■
お
す
す
め
の
新
着
図
書

◎
一
般
書

　

３
・
11
被
災
地
子
ど
も
白
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／
大
橋
雄
介

新
治
公
民
館
図
書
室

☎
（
６
４
）
０
１
１
１

◎
児
童
書

　

に
じ
い
ろ
の
さ
か
な
ま
い
ご
に
な
る

　
　
　
　
　

／
マ
ー
カ
ス
・
フ
ィ
ス
タ
ー

図

書

室

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　
み
な
か
み
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
（
６
２
）
０
０
８
１

相
談
は
、予
約
制
で
先
着
順
で
す
。

時
間
は
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
ま
で
。

相
　
談

心
配
ご
と
・
法
律
相
談
所

◆
心
配
ご
と（
民
生･
人
権･
行
政
）相
談
所

■
月
夜
野
会
場　
３
月
13
日（
火
）

　

会
場　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

２
階

■
水
上
会
場　
４
月
17
日（
火
）

　

会
場　

社
会
福
祉
協
議
会　

水
上
支
所

◆
法
律
相
談
所

■
新
治
会
場　
３
月
９
日（
金
）

　

会
場　

の
ぞ
み
館　

相
談
室

■
月
夜
野
会
場　
４
月
６
日（
金
）

　

会
場　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

２
階

320
春分の日 フルーツ公園桃李館が
リニューアルオープン !!

フルーツジェラート・フルーツフレッシュジュースの無料サービスなど、特別
のおもてなしで、皆様のお越しをお待ちしています。

お問い合わせ先
桃李館/☎64-2800
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「ぐんまときめきフェスティバル」　３月10日 ( 土 )　ベイシア文化ホール
講演「心と体をつくる食事学」　　問い合わせ先　群馬県長寿社会財団　☎０２７（２５５）６５１１

　国道 17 号から猿ヶ京民宿通りに入ると、ふれあ
いサロンが開かれている猿ヶ京多目的集会所があ
ります。この猿ヶ京多目的集会所は温泉が整備さ
れているため、地域の人が村湯として利用してい
ることから、たいへん集まりやすい環境にあり、平
成 23 年６月からサロンとして利用しています。
　サロンの活動は、カスタネットでリズムを取り
ながら歌を歌い身体を動かしています。また血圧
測定なども行っており、自分の健康状態の把握が
できるため、毎回出席率は良いそうです。
　取材当日は、ちょうどクリスマス会を開催して
いたため、サンタクロースの衣装を身につけた参
加者がいて、１人ひとりにプレゼントが渡されて
いました。
　参加者からは「孫へのお土産ができた」という方
や「自分へのご褒美」、「クリスマスプレゼントなん

地域包括支援センターだより シリーズ

生きがいサロン紹介
　町内各地で開催されているサロンを順次紹介しています。
　場所や参加者によってサロンもそれぞれ特徴があり、内容もバラエティー
に富んでいます。お近くのサロンを見つけて是非参加してみませんか。

「ふれあいサロン」猿ヶ京多目的集会所　毎月第２水曜日　午前９時30分～11時30分　代表：栗田光枝

みなかみ 町 の

11

て初めて」など歓びの声が上がっていました。
　このふれあいサロン参加費は１回100円ですが、
メニューや行事により参加費が少し変わるそうで
す。１月～２月は冬季のためお休みでしたが、３月
から再開します。

■問い合わせ先　地域包括支援センター　☎（６２）０５４０

片方のヒザを伸ばし呼吸は止めずに、伸ば
した側に体を倒します。

※心地よく伸びているくらいで十分です。反
動をつけないでください。

太ももの裏を伸ばす運動（左右20秒）

やってみ
よう！

簡単体操簡単体操
やってみ

よう！

簡単体操

資料提供・協力：上牧温泉病院リハビリテーション課

寒さも少しずつ和らいで外に出かけたくなる季節となって
きました。
たくさん歩いたり運動をしたあとはストレッチをしてみま
しょう。

■この運動の効果
　太もも・ふくらはぎの筋肉を伸ばし、蓄積
された疲労物質の除去や姿勢改善、腰痛予
防などの効果が期待されます。
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■会場　町保健福祉センター
■対象　４か月児・１０か月児
■期日　3月21日(水)・4月18日(水)
■受付　４か月児　 13時45分～14時
　　　　10か月児　12時45分～13時

　子育て支援ボランティア等により、就学前児童とその
保護者を対象とした、親子のふれあいの場です。
【キラキラ】■会場　にいはるこども園体育館隣
　　　　　■日時　毎週火・金曜日　10時～14時
【わくわく】■会場　水上公民館２階和室
　　　　　■日時　第１・第３・第５水曜日　10時～14時
○問い合わせ先　子育て支援センター　☎(６４)１８４８

■会場　町保健福祉センター
■対象　就園前の乳幼児と保護者（全地区）
■期日　3月9日(金)・16日(金)・23日(金)
■時間　10時～12時　■主催　にこにこくらぶ

～遊びながらお友達と出会う楽しいひろばです～
　　　　3月16日●送る会
※麦茶が出るのでコップを持参してください。
※詳しいことは久野豊子（☎６２-２４０３）までお
問い合わせください。

■会場　町保健福祉センター
■受付　12時45分～13時

健康づくりインフォメーション

計男の子 女の子
月夜野地区
水上地区
新治地区
計

おと
もだちが

ふえ
たよ！

おと
もだちが

ふえ
たよ！

おと
もだちが

ふえ
たよ！

みんなの保健
～みなさんの健康づくりをしっかりとサポートします～
●問い合わせ先　子育て健康課　健康推進グループ　☎62-2527

１月
の出生者

◆数字は住民基本台帳に
　基づくものです。
（２月15日現在）

乳幼児健診

子育てひろば

子育てサークル

～対象の方には事前に個別通知いたします～
■■■■■■■　乳児健診　■■■■■■■

■■■■■■■　幼児健診　■■■■■■■

健　診　名 3月 4月

1歳6か月児健診　　対象　１歳７・8か月児 14(水) 

２歳児歯科健診　　対象　２歳１・２か月児   24(火)

２歳6か月児歯科健診　対象　２歳7・8か月児     3(火)

３歳児健診　　対象　３歳1・2か月児 28(水)

0 人 1人 1人
1人 1人 2人
2人 0人 2人
3人 2人 5人

◇ベビーマッサージ（１歳までの乳児対象）
■日時　3月9日(金)・4月13日(金)　10：30～11：30
■持ち物　バスタオル、フェイスタオル、防水シーツ
※費用は無料で、予約も必要ありません。

特別メニュー
　　３月５日(月)11時～　親子ふれあい遊び
　　　　講師/育英短期大学　教授　佐塚公代さん

■会場　町保健福祉センター
■対象　3か月児･8か月児･12か月児･妊婦および産婦
■期日　3月8日(木)・4月12日(木)
■時間　９時30分～11時30分
■受付時間および内容
　＊３か月児   10:00～10:15　計測・問診・ふれあい遊び
　＊８か月児     9:45～10:00　計測・問診・栄養相談
　＊12か月児 10:15～10:30   計測・問診・栄養相談
　＊妊・産婦      9:30～11:30   母乳相談（予約制）

乳児相談・母乳相談

～子育て支援ボランティア～
にこにこくらぶ

■会場　子育て支援センター（にいはるこども園内２階）
■対象　就学前の子どもと保護者
■日時　月～金曜日　10時～16時
【3月・4月のじゃんぷの日（毎週木曜日）】
■期日　　●３月１日／読み聞かせ
　　　　　　　　　　（ママのためのおひな様作り）
　　　　　　　　８日／お茶しませんか？
　　　　　　　  15日／足型をとろう！　　　　　
　　　　　　　  22日／保健師のミニ講座
　　　　　　　  29日／大きくなったかな？
　　　　　●４月５日／読み聞かせ
　　　　　　　  12日／お茶しませんか
■時間　10時～12時
○問い合わせ先　子育て支援センター　☎(６４)１８４８

子育て支援センター　汽車ぽっぽ

■会場　町保健福祉センター
■対象　妊娠中～産後６か月くらいまでの母親
■期日　3月7日(水)
■時間　14時～15時（受付は13時50分～14時まで）
■持ち物　バスタオル・汗ふきタオル
※４月から地域子育てセンター(にいはるこども園内)に
て行います。

ママヨガ教室

■会場　子育て健康課　　■対象　全地区
■３ 月　5日(月)・12日(月)・19日(月)・26日(月)
■４ 月　2日(月)・  9日(月)・16日(月)・23日(月)
■時間　９時～11時30分　13時～16時
※町では不妊治療費の助成を行っています。
　詳細は子育て健康課へお問い合わせください。

母子健康手帳交付
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奄美市笠利町の小学生
青少年交流事業（スキー教室）

みなかみ町の

数字は住民基本台帳に基づくもので、
国勢調査の数値とは異なります。
※(　) 内は前月比

３月

 ５㈭ ■町立第三保育園入園式・私立月夜野保育園入園式
 ７㈯ ■私立水上わかくりこども園入園式
 ９㈪ ■町内小・中学校始業式・入学式
 10㈫ ■町立にいはるこども園入園式
 11㈬ ■町立月夜野幼稚園入園式・下牧分園入園式

 ７㈬ ■３月議会定例会（予定／16日まで）●本庁舎議場
 13㈫ ■町内中学校卒業式
 21㈬ ■月夜野北幼稚園卒園式・町立にいはるこども園卒園式
 22㈭ ■町立月夜野幼稚園卒園式・下牧分園卒園式
 23㈮ ■町内小学校卒業式
 24㈯ ■私立水上わかくりこども園卒園式
 27㈫ ■私立月夜野保育園卒園式・町立第三保育園卒園式

 10㈮～14㈫　■鹿児島県奄美市笠利町（奄美大島）の小学生来町
  　　　（青少年交流事業）●町内の各家庭に分宿

４月

Gallery 東京藝術大学卒業生
修了生寄贈作品

『空白の庭』
作者／榮水亜樹
規格・素材／H1,120㎜×W1,455㎜
　　　　　　ラメボールペン・綿布・パネル

総人口 21,670人 （－42）
　男 10,479人 （－17）
　女 11,191人 （－25）
世帯数 8,106世帯 （－12）

人口 世帯と

２月1日現在

●　今月の表紙　●

２月に行われた主な行事

東京藝術大学卒業生・修了生からみなか
み町に寄贈された作品を紹介しています。
◎平成23年6月末現在
　８３名から１３８作品を収蔵
　広報にて紹介した作品数　69／138

歳時記

●発行／みなかみ町役場　〒379-1393 群馬県利根郡みなかみ町後閑318番地　☎ 0278-62-2111　FAX 0278-62-2291
●編集／総合政策課　企画振興グループ　●みなかみ町ホームページアドレス　http://www.town.minakami.gunma.jp/

町の主な行事予定
　２月10日から14日までの４泊５
日の日程で鹿児島県奄美市笠利町の
小学生14人が本町を訪れ、ホーム
ステイをしながら地元小学生と交流
をしました。
　奄美市の子どもたちは、スキーや
雪遊びなど、冬の寒い中での体験を
楽しんでいました。

「群馬県臨床研修病院合同ガイダンス２０１２春」参加者募集
県内すべての臨床研修病院が一堂に会した合同ガイダンスを開催します。
医学生は先輩研修医の体験談などを直接聞くことができるチャンスです。
■日　時　３月11日（日）午前10時～午後３時45分（受付：午前９時30分～）
■会　場　群馬県庁281・291会議室
■対　象　医学生（学年不問）
■費　用　無料
■申込方法　 電話、FAX、Ｅメール
■申し込み・問い合わせ先 
　県医務課医師確保対策室
　 ☎   ０２７（２２６）２５４０
　FAX ０２７（２２３）０５３１
　Eメール　imuka@pref.gunma.jp

●●天一美術館講演会開催（内容：テンペラ絵具を自分で作ってみて、水彩紙の上に描いてみる）●●
　■開催日　３月24日（土）午後１時～４時　　　■会　場　天一美術館
　■講　師　東京藝術大学　美術学部　油画技法材料研究室　教授　佐藤一郎さん
　■定　員　先着40人（無料）
　■持参していただく物　鉛筆、水彩絵具、筆
　■申し込み・問い合わせ先　天一美術財団　☎０３（３５７１）５７１１
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